
Topics

　日本人が古くから育んできた森、川、海とともに生きる知恵や技を、次世代に伝え
る取組として、平成14年から始まった「もりのくに・にっぽん運動」及び「聞き書き甲
子園」が、来年度で15年を迎えます。
　名手・名人は森と海・川にあわせて約1，300人、参加した高校生は1.400人にのぼ
りました。「聞き書き」の取組は、海外までに広がっています。

～森や川・海とともに生きる知恵や技を、次の世代に～

15周年に向けて聞き書き甲子園
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「
も
り
の
く
に
・
に
っ
ぽ
ん
運
動
」の
始
ま
り

　
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
森
や
川
、
海
の
自
然
を
守
り
育
て
、

そ
の
恵
み
を
得
る
中
で
、
自
然
と
共
生
し
、
持
続
的
に
暮
ら
す

知
恵
や
技
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
森
で
木
の
実
や
キ
ノ
コ
、
山

菜
、
動
物
を
と
り
、
海
や
川
で
魚
を
と
る
。
木
を
使
っ
て
暮
ら

し
の
道
具
を
つ
く
り
、
炭
や
薪
を
燃
料
に
す
る
。
草
や
木
の
繊

維
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
布
を
織
る
。
落
ち
葉
を
か
い
て
田
畑
の
肥

料
に
す
る
―
―
。

　
こ
の
よ
う
な
、
日
本
人
が
古
く
か
ら
育
ん
で
き
た
自
然
と
共

存
す
る
暮
ら
し
や
そ
の
価
値
観
を
次
世
代
へ
継
承
し
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
14
年
か
ら

「
も
り
の
く
に
・
に
っ
ぽ
ん
運
動
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
中
で
、
森
を
守
り
、
育
て
、
そ
の
恵
み
を
活
か

す
知
恵
や
技
術
を
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
方
を
、「
名
手
・
名

人
」と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
全
国
の
高
校

生
1
0
0
人
が
名
人
を
訪
ね
、
そ
の
知
恵
や
技
術
、
生
き
方
に

つ
い
て「
聞
き
書
き
」し
、
記
録
す
る
活
動
を
、
林
野
庁
等
の
省

庁
や
関
係
団
体
の
連
携
の
も
と
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」は
、
取
組
の
趣
旨
に
共
感
・
賛
同
す
る

多
く
の
企
業
や
団
体
な
ど
に
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
回
を
重

ね
、
今
年
度
で
14
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
選
定
さ

れ
た
名
手
・
名
人
は
森
と
海
・
川
を
合
わ
せ
て
約
1
，
3
0
0

人
、
参
加
し
た
高
校
生
は
約
1
，
4
0
0
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

名
人
と
一
対
一
で
向
き
合
う
高
校
生
た
ち

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」に
参
加
し
た
高
校
生
は
、
造
林
手
、
炭

焼
き
職
人
、
木
地
師
、
漁
師
、
海
女
な
ど
、
自
然
と
関
わ
る
さ

アユ投網漁の名人（静岡県川根本町） 漆掻きの名人（岩手県二戸市）

愛知県にて炭焼きの名人に聞く 新潟県にて草木染めの名人に聞く

14



日　時  平成28年３月27日（日）13：30～16：40
場　所  東京大学弥生講堂（東京都文京区）
内　容  名人認定証授与、高校生修了証書授与、名手・

名人と高校生の対談、インドネシアでの聞き書
きの実践に関する発表　など

※詳細は、聞き書き甲子園オフィシャルホームペー
　ジをご覧ください。
　http://www.foxfire-japan.com/

第14回 聞き書き甲子園
フォーラムのご案内
　今年度の聞き書き甲子園の成果発表の場として、
「第14回聞き書き甲子園フォーラム」を開催します。
聞き書きの取組や高校生の体験談、名手・名人の知
恵や技に関心のある方は、ぜひご来場ください。

インドネシアにてほうき作りの名人に話を聞く地元高校生 卒業生の活動：保全している棚田での収穫（新潟県村上市）

卒業生の活動：アマモ場の再生活動（岡山県備前市）

第13回フォーラムの様子
上：聞き書き甲子園卒業生など
によるパネルディスカッション
下：名人・高校生の体験談

ま
ざ
ま
な
職
種
の〝
名
人
〞を
訪
ね
、
一
対
一
で「
聞
き
書
き
」を

し
ま
す
。

　
「
聞
き
書
き
」と
は
、
話
し
手
の
言
葉
を
録
音
し
、
一
字
一
句

す
べ
て
を
書
き
起
こ
し
た
の
ち
、
ひ
と
つ
の
文
章
に
ま
と
め
る

手
法
で
す
。
参
加
高
校
生
は
、
長
い
経
験
を
経
て
生
ま
れ
た
名

人
の
言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
聞
く
う
ち
に
、
そ
の
人
の
生

き
方
や
価
値
観
を
丸
ご
と
受
け
と
め
、
さ
ら
に
は
、
人
と
自
然

と
の
繋
が
り
方
や
、
自
分
自
身
の
将
来
な
ど
に
向
き
合
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

広
が
る「
聞
き
書
き
」の
輪

　
「
聞
き
書
き
甲
子
園
」卒
業
生
に
は
、
名
人
と
の
出
会
い
を
通

じ
て
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
を
そ
の
場
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
自

分
た
ち
の
手
で
人
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
、
森
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
の
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」の
一
連
の
取
り
組
み
は「
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
平
成
26
年
度
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
世
界

会
議
の
併
催
イ
ベ
ン
ト
で
も
積
極
的
な
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
石
川
県
や
大
分
県
の
世
界
農
業
遺
産
の
指
定
地
域

で
は
、
市
町
村
独
自
の
名
人
の
選
定
と
、
地
元
高
校
生
に
よ
る

「
聞
き
書
き
」が
ス
タ
ー
ト
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ゴ
ー
ル
農
科

大
学
付
属
コ
ル
ニ
タ
高
校
で
も
、
継
続
的
に「
聞
き
書
き
」が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
や
国
を
越
え
た
取
組
に
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、「
聞
き
書
き
」の
取
組
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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